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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、カドヘリンスーパーファミリーのサブファミリーであるプロトカドヘリンファミリーに属します。コードされているタンパク質は、7つのカドヘリンリピートを含む細胞外ドメイン、膜貫通ドメイン、そして古典的カドヘリンとは異なる細胞質テールから構成されています。この遺伝子はY染色体上のX/Y相同ブロックに位置し、X染色体上のパラログと非常に密接に関連しています。このタンパク質は、中枢神経系の発達における細胞間認識に関与していると考えられています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2013年7月]、代替製品：追加のアイソフォームが存在するようです、疾患：PCDH11Yに関連する染色体異常は、尿管膀胱接合部欠損を伴う重度の両側性膀胱尿管逆流症（VUR）など、複数の先天異常の原因となります。 ROBO2との転座t(Y;3)(p11;p12)。, 機能：カルシウム依存性細胞接着タンパク質の候補。, 類似性：7つのカドヘリンドメインを含む。, サブユニット：CTNNB1と相互作用する。, 組織特異性：胎児脳および脳（皮質、扁桃体、視床、黒質、海馬、尾状核、脳梁）で強く発現。精巣では低レベルで発現。アポトーシス抵抗性細胞で発現。,
	研究分野
	神経科学、細胞接着タンパク質、膜タンパク質、シグナル伝達、細胞骨格/ECM、細胞接着、カドヘリン
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	PCDH-X/Y抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

